
 

 

カブトムシの「お譲り」案内に問い合わせが殺到！ 

 

愛センターでは、毎年、子どもたちがいのちの大切

さに触れる取り組みの一つとして、カブトムシを育て

ています。 

今年もたくさん生まれてきてくれました。そんな元

気なカブトムシに触れ、生き物を大切にする優しい心

をもって育てていただける方に「お譲りします」と案

内すると、各方面から問い合わせ

が殺到し、当初予定していたお譲

りのカブトムシ数を大幅に超えて

しまいました。ご希望いただいた

方々には大変申し訳ありません。 

みんなが大好きなカブトムシやクワガタ、セミなどの虫たちは、もともと自

然の中でくらしている生き物です。飼育ケースで飼うということは、本来

とは違う世界で生きていくということで、虫たちにとっても大変なこと。

大切にしてあげないと、すぐに死んでしまいます。大切に育ててください

ね。 

 
 

Be Adovocacy Movement！さまざまな権利擁護の活動を！センターや地域のできごとをお知らせします 
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地域と人と愛センター 

つなぐ・照らす・創る 

 

幼虫からサナギ、成虫へ 

羽化の様子を初めて観察 

新型コロナウイルス感染症による自粛の影響で、 

子ども達の体験や活動の場が少なくなっている中、新たな体験の場として

「バケツで稲作」を一緒に取り組んでいる方を呼び掛けました。 

地域の農家の方にお分けいただいた「苗」を15組の方々に提供させてい

ただきました。センターとしてもチャレンジで、夏を超え秋にお米の収穫ま

で一緒に取り組んでいきます。取り組まれている皆さんからのお便りも時々

報告します。 
 

 


